
宇 市 教 学 第 726 号

　　文部科学大臣　殿

　安全・安心な学校づくり交付金交付要綱第８の１に基づき、施設整備計画における事後評
価の結果を報告します。

施設整備計画の事後評価について

宇土市長　田口　信夫　　印

平 成 21 年 6 月 26 日
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①耐震性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

達成状況

40.0

耐震化率（％）

100.0

　中学校の耐震化は，鶴城中学校と住吉中学校の耐震化を計画どおり実施できたことで，耐震化率１００％を達成することができた。小学校の耐震
化は，花園小学校の耐震化が計画どおり実施できたことで，小学校全体の４０％が目標どおり達成できた。さらに耐震化を進めるため，平成２１年度
から宇土小学校と網津小学校の２校の耐震化を実施し，平成２３年度までには耐震化率１００％達成を目標に計画を進めていくこととする。

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

幼稚園

学校区分

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

目標

40.0

100.0

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。
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3 事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

　平成２１年５月２４日に鶴城中学校，５月２６日に住吉中学校，６月４日に花園小学校において，事後評価委員会を学校単位で開催した。事後評価
委員会の委員は，学校長，教頭，学校評議員で構成されている。評価方法は，目的・経緯・補強方法等を担当者が説明した後，質疑回答の後に「施
設整備計画の事後評価シート」の素案について評価し提出する。

　施設整備計画に計画していた事業について，計画どおりに実施できた。しかし，事後評価委員会からは，耐震化だけではなく老朽化対策や教育環
境整備等についても，今後実施してほしいという意見があった。
　それを踏まえて，次年度以降については，まず小学校の耐震化率１００％達成のための改築事業を中心に事業を実施し，既存学校施設の教育環
境整備や老朽化による機能維持についても計画的な実施に努めていくこととする。

事後評価の時期及び方法について



1 宇土市公立学校等施設整備計画 都道府県名 熊本県

市 町 村 名 宇土市

2 宇土市

3 平成２０年度

4

事由 変更年月日

① 20 地震補強 校 R 有 平成２０年１０月１日

① 20 地震補強 屋 RS 有 平成２０年１０月１日

① 20 地震補強 校 R 有 平成２０年１２月１７日

① 20 地震補強 校 R 有 平成２０年１２月１２日

計画期間

個別事業一覧

花園小学校

鶴城中学校

住吉中学校

花園小学校

事業
番号

整備
区分学校名

施設整備計画の変更

施設整備計画　事後評価シート（個別票）

計画名称

計画作成主体

備　　考
（事業を実施しなかった場合）

実施できなかった理由及び今後の方針
（事業を実施した場合）

竣工年月日

事業
実施
の
有無

構造
区分

建物
区分

事業名


